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       平成２５年度第１回逗子市環境審議会 会議録 

 

                       日時：2013年（平成25年）８月28日（水） 

                          午後１時～2時20分 

                       場所：市役所４階 議会第一委員会室 

 

 

  議題（１）会長、副会長の互選 

    （２）逗子市環境基本計画の改訂について（諮問） 

    （３）その他 

 

 

 出席者   藤井会長  佐野副会長  太田委員  中津委員  桐ヶ谷委員 

       新倉委員  印田委員  小林委員  進藤委員  靍田委員 

       副市長 

 事務局   環境都市部 上石部長  森川次長 

       環境管理課 米山副主幹  山下主事 

 

 会議の公開・非公開 

  公開 

 

傍聴    ７名 
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【森川次長】 それでは、定刻になりましたので、ただいまより平成25年度第１回逗子市環境

審議会を開会いたします。 

 本日はお忙しい中お集まりいただきまして、ありがとうございます。また、皆様におかれま

しては、逗子市環境審議会委員の委嘱につきまして御快諾をいただきまして、まことにありが

とうございました。 

 本日は新委員によります審議会としては第１回目となりますので、後ほど会長の互選があり

ますが、それが終わるまで、事務局であります環境管理課のほうで進行を務めさせてもらいま

すので、よろしくお願いいたします。 

 本日、委員数につきましては、定数どおり10名、皆様御出席いただいておりますので、会議

が成立していることをご報告いたします。 

 なお、佐野委員におかれましては、２時半ぐらいで退席ということになりますので、あらか

じめ御承知ください。 

 それでは、これより委嘱状の交付をいたしますので、副市長から委嘱状の交付をお願いいた

します。大変恐縮でございますけれども、お名前をお呼びいたしますので、その場でお立ちい

ただきまして、委嘱状をお受け取りいただきたいと思います。 

                 （ 委嘱状交付 ） 

 委員の皆様の就任の期間ですが、７月17日より２年間ということになりますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、開会に先立ちまして、副市長からごあいさつをさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

【小田副市長】 皆様こんにちは。副市長の小田でございます。きょうはちょっと市長が所用

がございまして、私、初めてお目にかかる方もたくさんいらっしゃるかと思いますが、本日は

本当に皆様お忙しい中、お集まりをいただきまして、まことにありがとうございます。また、

日ごろから当市の環境行政につきましては、いろいろお力添えいただいておりますこと、心か

ら厚く御礼を申し上げます。 

 また、このたびは逗子市環境審議会の委員をお引き受けいただきましたこと、心からお礼を

申し上げます。これから２年間、本市の環境政策につきまして、いろいろ御協力をいただきま

すよう、よろしくどうぞお願いいたします。特にこの２年間は、環境政策のマスタープランで

あります環境基本計画の見直しという大きな仕事がございまして、本市にとりましても大変重
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要な２年間になっていくと思います。本市では、平成10年に現行の環境基本計画をつくらせて

いただきまして、その計画が平成26年度で終了することになっておりまして、平成27年度から

第２次の環境基本計画に移行することになっておりますので、この２年間につきましては、後

ほど諮問させていただきますけれども、計画の策定が大きな皆さんのお仕事になっていこうか

と思っております。 

 さて、２年半前になりますけれども、平成23年３月11日、東日本大震災が起きました。その

中で、原子力発電所の事故という大きな、予想だにしなかった事態が引き起こりまして、いま

だに海水への汚染水が流れている状況とか、あるいはそこで暮らした方たちが、いつそこに戻

れるかわからないという、大変深刻な状況を招いておりますように、私たちが今まで考えても

こなかった、いろいろな意味での環境問題、予想だにしなかった環境問題も私たちとしてはこ

れからは考えていかなければいけない、そういう時代に入ったなということも、改めて痛感し

ております。逗子では幸い、震災のときには大きな被害はなかったんですけれども、計画停電

ということがございまして、それを通して、やはり皆さんの日ごろの暮らしの自分の生活のあ

り方、どうあったらいいのかということを見直す契機にはなったかなと思いますが、逗子では

環境負荷になるべく配慮して、二酸化炭素の抑制につながるということで、公共施設ではかな

り前から太陽光発電システムを設置するなど、庁舎や学校でやってまいりましたけれども、そ

れと同時に、市民の皆様にも御協力をいただくということで、住宅用の太陽光発電システムの

助成等やってまいりましたけれども、特にやはり23年、24年度、皆さんの申請件数が上がり、

やはり皆さんの関心の高さ、あるいは自分たちとして暮らし方をどうするかということにも関

心が高まったなということをつくづく感じております。逗子では１階の市庁舎のところにエコ

広場という、かなりのスペースを設けまして、「もったいない市」から始まったことなんです

けれども、やはりゼロ・ウェイストへの挑戦ということを大きく政策として進めておりまして、

ごみの排出抑制、ごみは出さない、燃やさない、埋めないということでやっておりますけれど

も、そういうことも含めまして、市民の皆さんと一緒に、ここで環境問題を力を尽くしてやっ

ていきたいなというふうな所存でおります。 

 本当にこの逗子はすばらしい自然環境に恵まれておりまして、「青い海とみどり豊かな平和

都市」という逗子の都市宣言がございますけれども、この逗子を次世代にこのような形で残し

ていくために、どうしていったらいいのかということを皆さんとともに考えつつ、市民や事業

者の皆さんと一緒になって、このまちの将来を明るいものとして残していきたいというふうに
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思っております。委員の皆様には大変お忙しい中だと思いますし、いろいろ御負担をおかけす

ることもあろうかとは思いますが、この２年間、どうぞよろしく御協力、御支援いただきます

ようお願い申し上げまして、私のあいさつとさせていただきます。今後ともどうぞよろしくお

願い申し上げます。 

【森川次長】 ありがとうございました。本日は第１回目の会議になりますので、新しい委員

の方もいらっしゃいます。私のほうから委員の皆様の御紹介をさせていただきたいと思います。

まず、学識経験者、横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院都市イノベーション部門建

築環境工学研究室特別研究教員であります太田篤史様です。よろしくお願いいたします。同じ

く、学識経験者といたしまして、関東学院大学人間環境学部人間環境デザイン学科教授であり

ます佐野慶一郎様です。同じく、学識経験者といたしまして、関東学院大学建築・環境学部建

築・環境学科准教授の中津秀之様です。同じく、学識経験者といたしまして、明治大学名誉教

授であられます藤井石根様です。次に事業者の代表としまして、逗子市商工会の推薦を受けて

おります株式会社キリガヤの桐ヶ谷覚様でございます。同じく、事業者といたしまして、商工

会の推薦を受けております株式会社スズキヤ様の新倉洋樹様です。続きまして、市民の代表と

しまして、池子在住の印田愛子様です。同じく、市民代表といたしまして、桜山在住の小林久

子様でございます。同じく、市民代表、小坪在住の進藤和子様。同じく、市民代表としまして

沼間在住の靍田鈴子様。よろしくお願いいたします。 

 引き続きまして、事務局の紹介をさせていただきます。まず、環境都市部長の上石でござい

ます。環境管理課、副主幹の米山でございます。同じく、環境管理課の山下です。私は、申し

おくれましたけれども、次長と環境管理課長を兼務しております森川です。よろしくお願いい

たします。 

 これからは、座らせていただいて議事を進めさせていただきます。次に、事前に配付した資

料、それから席上にお配りしている資料の確認をしたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。まず会議次第ですね。Ａ４が１枚あります。それから、委員さんの名簿が１枚ござい

ます。それとスケジュールですね、Ａ４の横になりますスケジュールですね。その次に、ホチ

キスどめになりますけれども、基本計画の構成ということで、２枚ものですね。あと、きょう

資料としてお配りしているのが、この冊子ですね。ホチキスどめがございますけれども、アン

ケートの結果の報告となります。以上になります。配付漏れ等は、大丈夫でしょうか。お持ち

でない方、あればおっしゃっていただければ準備いたします。大丈夫ですか。ありがとうござ



 5 

います。 

 それでは、これから議題に移らせていただきます。議題の１といたしまして、会長・副会長

の互選に移りたいと思います。当審議会の会長・副会長の選出につきましては、環境基本条例

第19条の規定によりまして、会長・副会長の選出は委員の互選により選出することとなってお

ります。まず、会長の互選を行いたいと思いますが、委員の皆様、御意見ございますでしょう

か。お願いいたします。 

【中津委員】 今までの経緯を踏まえて、引き続き藤井委員にお願いしてはいかがでしょうか。 

【森川次長】 はい、ありがとうございます。ただいま、会長に藤井委員という御推薦があり

ましたけれども、皆様いかがでしょうか。 

               （「異議なし」の声多数 ） 

 よろしいでしょうか。御異議なしということですので、藤井委員に会長をお願いしたいと思

います。よろしくお願いいたします。それでは、先生、会長席を準備しますので、そちらに移

っていただいて、お願いしたいと思います。 

              （ 藤井会長 会長席に着席 ） 

 それでは、会長席にお着きになられました。すいませんけれども、藤井会長のほうから一言

お願いできればと思います。 

【藤井会長】 それでは、一言、私の考えにつきまして申し上げたいと思います。ところで、

私ごとになりますが、実は今年８月の初めに、例年広島と長崎で行われております平和記念式

典、ある団体がエネルギーと環境の関係の分科会をやっておりますので、それに毎年行ってい

る関係もありまして、その記念式典にも時間を割いて行ってまいりました。そこでの状況はテ

レビ等で放映されておりますので、皆さんも御承知かと思いますが、きょう私が話を申し上げ

たいと思うのは、私が関係しております分科会、今年は、私のほかにパネラーとしてドイツの

グリーンピースの方と韓国の方からも話がありました。そこで一番ショッキングだったことは

何かというと、韓国のエネルギー政策はどういう状況かを伺った内容でした。といいますのも、

韓国は今現在、23基の原発が動いています。更に、計画中のものも数件ありまして、建設中の

ものもあります。それが全部、もしもそのとおりに事が進んだら、原発は全部で40基になるん

だそうです。しかもすべてが日本海側に沿って設置されているんだそうです。その話で、彼は、

盛んに言われることは何かというと、あちこちに活断層みたいな断層が見えているところに40

基も建っている。地震も皆無ではない。そういった状況で、技術の進んでいる日本においてさ
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え福島原発のような惨状が起きた。そういう状況を踏まえると、いつ何どき韓国も同じような

事故を起こすかわからない。日本の多くの人は脱原発を目指して、とりわけ市民の方がえらい

一生懸命やっていますが、しかし国の政策としては再稼働させようという動きがです。しかし、

できれば、日本は脱原発、とにかく原発をとめることをまずやっていただいて、それで韓国に

対しても、その方向でエネルギー政策を進めてもらうよう、ぜひお願いしたいと。もしも韓国

で事故を起こしたら、そのときに放出される放射能はみんな日本に来ますよ。それは常に偏西

風が吹いているから当たり前のことです。そういう現実を踏まえた上で、ぜひその辺を真剣に

考えていただきたいというようなことを言われていました。もっともだと思いました。韓国に

も原発があることは知っておりましたけれども、そのうち40基に達するというのは半端じゃな

いな。日本は54基、そのちょっと少ないくらいの40基。しかも、人口は日本に比べるとずっと

少ないところに40基も必要なのかどうかというようなことも考えたら、やっぱり異常だという

感じがします。だから、私としては、日本はできるだけ早く脱原発という方向性をしっかりと

出し、その上で、韓国に対しても意見する。自分のところは原発を動かしておいて、おまえの

原発は止めろなどと、そんなことは言えないわけですので、その辺のところを日本人もきちっ

と考えなきゃいけないなと、深く考えさせられました。 

 その次のこととして、日本はＴＰＰの問題が取りざたされ、交渉もしているようですけれど

も、一体ＴＰＰって何なのかなどと、僕も最近よく考えているんです。その前は何だったかと

いうと、グローバリゼーションです。グローバリゼーションって一体何かというと、経済の地

球規模化ですよね。地球規模で、同じような土俵で経済活動できるような下地をつくると、こ

ういうことですね。それで、日本の場合、日本国内で経済活動をすると、パイが小さいからあ

まりもうからない。だから、パイを世界規模で広げて、みんなで競争して、経済活動の活性化

を図ろうということなんですが、そういう活動をずっと進めていったときに、果たして皆の安

心・安全というのを得られるだろうかという不安もあります。要するに、富がどんどんと二極

化していって、貧乏人はどんどん貧乏になる。他方では、金持ちはどんどん金持ちになってい

く。かつては日本は１億全部が中所得か、中産階級か何か知らないけれど、そういったことが

言われたときがありましたが、そのときと比べて、今の日本人一人ひとりが本当に幸福になっ

たかなどと考えたときに、この辺もちょっとおかしいのではないかということも最近感じてい

ます。そんなことを感じつつ、その一環としてＴＰＰがあると考えると、もろ手を挙げて賛成

する気にはならないんです。 
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 また、実は私は町田市に住んでいますが、その隣街は相模原市です。そこではリニアが引か

れる話があります。こうして鉄道のスピードをどんどん上げていくと、東京から名古屋まで１

時間くらいで行けるそうで、確かにそうすると時間は節約されます。だけど、速度が増すと結

局どういうことになるかというと、例えばそうした早い移動は、空気の抵抗は速度の二乗に比

例し、使うエネルギーは３乗に比例するので、その値はべらぼうなものになるんです。今世紀

の半ばですと、地球の人口は90億人もなるだろうと言われているわけで、90億人の人間がこの

ように勝手気ままにエネルギーを使ったら、絶対足りません。ということは、こういうもろも

ろの状況を考え合わせていくと、これから我々は一体何をしなければならないかがわかってく

る。もう資源が枯渇するのは明らかです。結局は自分でエネルギーを耕作していかないといけ

ない。そうした文明をつくっていかなければならないだろうと感じるわけです。ですから、ほ

どほどに我々は「足る」ということを知る必要がある。グローバリゼーションというけど、僕

に言わせれば欲張りゼーションだと思っています。そうしたことから脱却していかなければい

けない。我々の意識もそうした考えから脱却していかなければと思うんですね。 

 そうした意味で、この新しい環境のシナリオじゃないけれども、そのような骨組みをこの委

員会でもつくっていければと思います。よく考えた上で、持続可能な社会、安心・安全が得ら

れる社会というものをどうやったらつくれるか。そういった方向性をこの答申書の中で示せれ

ばいいなと思っておりますので、どうか皆さんと共に、いい知恵をお互いに出し合って、いい

ものができればありがたいと思っています。ちょっと時間が長くなりましたが、どうもありが

とうございました。 

【森川次長】 ありがとうございました。会長が決まりましたので、これから審議会規則にの

っとりまして、会長に議長として議事を進めていただきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。副会長の互選をお願いしたいと思います。 

【藤井会長】 それでは、次にやるべきこととしては、副会長をどなたにお願いするかという

ことなんですけれども、いかがいたしますか。 

【中津委員】 逗子市環境基本計画の改訂に向けて、これから会長をサポートしていかないと

いけないので、これは藤井会長に一任すればいいのではないでしょうか。いかがでしょうか。 

               （「結構です」の声あり ） 

【藤井会長】 皆さんそれでよろしゅうございますか。それでは、私のほうからも、僣越です

けれども、できれば佐野先生にお願いできればと思っていますけれども。よろしいでしょうか。 
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               （「異議なし」の声多数 ） 

 それでは、佐野先生、どうぞよろしくお願いします。 

【佐野副会長】 佐野です。どうもきょうはありがとうございます。非力ですけれども、皆様

の御意見を聞きながら、よい計画書をつくっていきたいと思っております。どうぞよろしくお

願いいたします。 

【藤井会長】 それでは、議題の方に移ります。皆さんの議事次第には、議題２で「逗子市環

境基本計画の改訂について」と記されています。当審議会に対して諮問があるということです

ので、諮問をお受けしたいと思います。 

【小田副市長】 それでは、逗子市環境基本計画の改訂について（諮問）。逗子市環境基本計

画の改訂について、逗子市環境基本条例第16条２項第１号の規定によりまして諮問いたします。

逗子市長 平井竜一。 

【藤井会長】 ということで、諮問をいただきました。この線で頑張っていきましょうという

ことですね。 

【森川次長】 大変申しわけないんですけれども、副市長は所用がございますので、ここで退

席をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

【小田副市長】 どうぞよろしくお願いいたします。失礼いたします。 

                （ 小田副市長 退席 ） 

【藤井会長】 それでは、早速ですけれども、審議を始めたいと思います。まず、事務局より

資料の御説明をいただければと思います。事務局、どうぞよろしくお願いします。 

【米山副主幹】 それでは、御説明をさせていただきたいと思います。まず、お手持ちの資料

２をごらんいただきたいと思います。座って説明させていただきます。まず、横長のスケジュ

ールと書いてある資料です。まず、こちらの２に基づきまして、基本計画改訂のスケジュール

につきまして御説明をさせていただきます。基本計画の改訂に当たりましては、庁内での検討、

環境基本計画に基づく市民団体でありますずしし環境会議との調整、そして本審議会への諮

問・答申といった段階を踏んで改訂に至ります。庁内での検討といたしましては、環境基本計

画を推進する庁内体制として位置づけられております環境基本計画推進協議会及びその部会で

あります環境基本計画改訂検討部会にて検討をしている状況です。その後、ずしし環境会議に

も素案を示しまして、調整をした上で、環境審議会にて御審議いただきます。後ほど御説明を

いたしますけれども、改訂後の第２次逗子市環境基本計画は、全５章程度を想定しております。
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逗子市環境審議会での御審議に当たりましては、一度に全体を検討するということは困難です

ので、今後この章ごとに御審議を進めていっていただきたいと考えております。本審議会の開

催回数は、庁内での検討状況等にもよりますけれども、おおむね年間３回程度を想定をしてお

ります。来年度末までの審議を踏まえまして、本審議会から答申をいただき、市として第２次

環境基本計画の素案を作成した後に、パブリックコメントを経て基本計画の改訂を決定という

流れになっております。本日の審議会におきましては、まずは全体のスケジュール及び第２次

環境基本計画の基本的な構成、考え方を御説明し、御承認いただければと考えております。 

 以上で、まずは計画改訂の全体的なスケジュールについて御説明をさせていただきました。

以上です。 

【藤井会長】 それでは、このスケジュールの案につきまして、御質問とか御意見ございます

か。 

 よろしいですか。それでは、一応のスケジュールで行うということになりますが、よろしく

お願いします。 

 それでは、引き続き今度は資料３につきまして、事務局のほうから御説明をお願いします。 

【米山副主幹】 それでは、引き続きまして資料３ですね、ホチキスどめしてあります２枚も

ののものなんですけれども。それでは資料３の説明をさせていただきます。１ページ目は、環

境基本計画の構成です。基本的にはこれまでの環境基本計画の構成に準じております。まずは、

本計画策定の趣旨及び基本方針。次に、これに基づく環境施策の方向及び体系、具体的な取り

組みになり、最後に推進体制となっております。なお、施策の体系と具体的な取り組みにつき

ましては、市とともにこの計画を推進していく団体でありますずしし環境会議との協働も踏ま

えて検討してまいりたいと考えております。 

 施策の方向といたしましては、基本的にはこれまでの逗子市環境基本計画における施策が漏

れることがないよう、自然、循環型社会、地球環境、まちなみの４つの分野での区分けを考え

ております。４つの分野につきましては、次ページ以降で詳細を御説明させていただきます。 

 ２ページ目をお開きください。環境基本計画の基本的な考え方は「自然と人間をともに大切

にするまち」としております。本市の環境を考えた場合、三方を囲む丘陵、海、川といった首

都圏で今なお残る良好な自然等に代表される自然環境を守り、育てていく面と、そこに暮らす

人々のために住環境・生活環境を良好に維持し、向上していく面の２つの側面がございます。

そして、この２つの側面は、それぞれ独立したものではなく、互いに影響し合い、密接に結び
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つき合いながら、本市の環境を形成しているものであります。そのため、環境基本計画では、

自然と人間の暮らしの両面を大切にし、良好な環境を保持・創出していくこととします。 

 自然と人間をともに大切にするまちとしまして、具体的には次の４つのまちづくりを進めて

いきます。１つは自然を大切にするまち、２つ目が廃棄物による環境負荷の少ないまち、３つ

目が温室効果ガス排出の少ないまち、４つ目は暮らしと景観に配慮したまち。この４つのまち

づくりを進めることで、地球に優しい持続可能な循環型都市逗子市の実現を目指していきます。 

 次ページ以降におきまして、この４つのまちづくりの基本理念を述べております。３ページ

目をお開きください。まず、１つ目の自然を大切にするまちにおきましては、本市に残された

自然を首都圏に残る良好な自然とし、次世代へ引き継いでいくことを責務としています。また、

それぞれの山、川、海といった自然をつなぎ、市民が学び、憩える場となるよう、環境づくり

をしていきます。最後に、逗子市緑の基本計画に基づいて、市街地の緑化等に取り組むものと

しております。 

 次に、２つ目の廃棄物による環境負荷の少ないまちにおきましては、ゼロ・ウェイスト社会

の実現を目指しまして、ごみの減量化、リデュースや、再利用、リユースを重点的に進めてい

くものとしております。 

 続きまして４ページ目をお開きください。温室効果ガス排出の少ないまちとしております。

これにつきましては、地球規模である環境問題に対しても積極的に取り組み、温室効果ガスの

発生を抑制し、低炭素のまちづくりを進めていくこととしています。そのために、市民一人ひ

とりのライフスタイルの見直し等による節電と、再生可能エネルギーへの転換に向け、啓発、

利用促進に取り組んでいくものとしております。 

 最後に４つ目としまして、暮らしと景観に配慮したまちにおきましては、本市の良好な生活

環境を守り、高齢化社会を見据えたバリアフリー等に取り組み、都市環境を整備していきます。

また、本市の景観をまちづくりに欠かせない重要な要素としてとらえ、良好なまちなみとそこ

に住む人々の暮らしで形成される景観の向上に向けて取り組んでいくものとしております。以

上です。 

【藤井会長】 今、資料の３につきまして、ざっと御紹介いただいたわけですけれども、これ

に関して、この辺はこう考えたらいいんではないかとか、皆さんの御意見等がありましたら、

御質問でも結構ですので、お願いします。今日は最初で、今後いろいろな検討していく上での

基本になりますので、あまり御遠慮されずに、ぜひお願いします。 
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 それじゃ、口火を切るために、僕の考えを若干、言わせていただいてよろしいですか。先ほ

ど副市長も言われておりましたけれども、過日、計画停電云々というのがあったわけです。そ

ういうときに皆さんはどういう体験をされたかはわかりませんけれども、これからはそういっ

た事態はしばしば起こる可能性は十分にあると予想されます。そう考えた上で、安心・安全は、

構築できているんだろうか。それが１つの問題です。例えば、逗子は海に面しています。津波

が来ないなんて、だれも考えていないでしょう。来るかもわからないです。そのときに、多く

の場合、停電になる。電気が来ないということは、水道も来なくなる可能性だってあるわけで

す。そういったときに、皆さんの生活は一体ちゃんと対応できるかどうか。安心・安全の構築、

また避難する云々というときに、果たしてスムーズに、きちっと逃げることができるか。自分

の身を守ることができるような社会システム、インフラがきちんと整っているかどうか、その

辺も考えないといけないと思います。 

 それから、逗子市もまた、我々のところ、町田市もそうなんですが、日本全国で高齢化率が

進んでいます。そういった場合に、弱者を見捨てればいいというわけにいかないでしょうから、

その対応をどうするのかということも含めて考える。このテーマは、これはきょう、あすです

ぐに解決できることではありませんが、検討の課題に入れておかないと、これからの社会で

我々は生きていけなくなるだろうと思う訳です。そういった観点の活動というかな、施策とい

うか、そういったものを考慮しておかなければならないんじゃないか。僕自身は、資料を前も

って見せていただいたときにそう感じたわけですけれども、皆さんどう思いますか。はい、ど

うぞ。 

【中津委員】 じゃあ、会長に続いてですね、それを受けながらちょっと意見を言わせていた

だきますと、これ、非常に簡潔によくまとまっているとは思うんですが、感想としては教科書

的というか、別に逗子でなくても、これ、同じことを言っているところはあると思うんですよ

ね。私も複数のいろいろこういう会議、他市、ほかの自治体の会議に参加させていただいてい

ますけれども、私は逗子のいいところは人だと思うんです。今ちょっと見ても、傍聴の方が７

名かな、いらっしゃって、例えばこれ、ほかの大きなところで、新聞記者とかが複数いるよう

なところでも、傍聴者が２人とか、そういうところもあるわけですね。市民の数とかから考え

ると、私の中で傍聴者、多いという気がするんですよ。やっぱりそれが逗子の私は売りだと思

うし、売りかどうかわからないですけど、特徴だと思うし、それをやっぱり生かした、もうち

ょっと特徴的な、こういう情報ができればいいなという気がしています。そのために、やっぱ
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りタイムテーブルの中にエコリーダーズさんとのコラボレーションのこととかも入っています

けれども、もうちょっとこういう情報の中にもですね、ただ、自然を大切にするとか廃棄物と

いうよりも、何かもうちょっとそういうことを通して、子供たちに対して環境教育を啓発する

だとか、地域社会が一体となってこれからの防災について考えるとか、例えば防潮堤を14メー

トルなんてつくらなくても、市民が一丸となって、何かあったときは助け合いなから逃げると

かですね、そういう公助だとか共助だとか、そういうことのネットワークができているとか、

そういうものが自然とどういうふうに関係しているとか。その結果、廃棄物がどうなるとか、

常に人に立ち返るようなフレーズでこの４つの項目が何か暮らしとか景観とかに関しても、た

だ単に建物がどうのとか、生け垣がどうのとか、緑化率がどうのとかという、そういう数字で

割り切るものじゃなくて、人がやっぱり生き生きと暮らしているものがまちにしみ出してくる

ような、そういうのがやっぱり逗子らしさかなと思うので、何かそういう目標をもうちょっと

具体的に文字になっていたら、もっといいのになという気が、感想ですけれども、します。以

上です。 

【藤井会長】 ほかに。はい、どうぞ。 

【靏田委員】 ３ページ目で、逗子市の山、川、海、そしてまち中の名所を回廊としてつなぎ

というふうに書いてありまして、この「回廊としてつなぎ」の文面で、きのう逗子市で自然回

廊プロジェクトというものが立ち上がったようなんですが、それと、この文面から自然回廊プ

ロジェクトというのが立ち上がったのでしょうか。 

【上石部長】 この自然の回廊プロジェクトというのはですね、これは平成19年の年末に、12

月なんですが、策定されましたまちづくり基本計画というのがありますね。これは議決を経て

決めたものなんですが、その中の活動、施策として、自然の回廊、これをしっかりとつくって

いきましょうという、そういった、それで具体的にプロジェクトが立ち上がって、それに参加

してくださる市民の方と、私ども市の職員と一緒になって、ワークショップですね、作業を始

めたという経過がありまして、その中で今は案内標識とか、そういったものを今、着々と設置

して回廊、プロジェクトの回廊をしっかり形成していこうということでやっているということ

でございます。ですから、環境基本計画が前からありますけれども、この自然の回廊プロジェ

クトですね、今おっしゃったのは、まちづくり基本計画、これから発している計画ですね。 

【靏田委員】 私がなぜこの質問をしたかというと、その会議にちょっとお話を聞きに行った

んですね。その中では、案内板や、あとは道しるべのみのまだ計画で、これから整備に当たる
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ということなんですが、その中でやはりハイキングのイベントとかが結構計画が立ったりする

のですが、それと同時に、そのイベントを開催したりとか、案内板を設置するとともに、市民

に対してのルールとか、マナーとかいうものが、どこに盛り込まれていくのか。この中なのか、

それともプロジェクトの中なのか。やはり人が、市民が整備されたところを回遊していくとい

うことは、必ず外来種が入ってくると思うんですね。あとは、地域ごとの固有種を人の手で向

こうの山からこっちの山へ移動したりとか、そういうことの研究だとか、そういうものがどこ

に盛り込まれているのかというところがあると思いまして。 

【上石部長】 今の段階でお話しできることは、自然の回廊プロジェクトの、この中では今お

っしゃられたいわゆる案内板や標識、それだけではなくて、こういった今の活動、市民に対す

る啓発ですとか、そういったことを含めた全体計画といいますか、そうしたものもつくってい

きましょうということでやっております。実際はそういったもの、追々できていくと思います。

それから、端的に言いますと、外来種の御心配とか、そういったことがあるかと思いますね。

こういうことにつきまして、例えば卑近な例で言いますと、個別の開発事業とかですね、こう

いった中で、これは審査委員会が大変に私ども逗子市としては得難いような学者の先生方によ

る審査委員会とか、設置しておりまして、そういう中で一つ一つの個別の事業ですら植栽をつ

くるとかですね、いうことについても、これは残しましょう。こういうものを植えるなら、こ

れはやめましょう。こういったものを植えましょうとか、一つ一つきめ細かな審査をして、今

おっしゃられたような外来種、これをいわば排除していく。そういった審査をしていただいて

いる。そういった施策ですね。そういったところでカバーしているということですね。 

【藤井会長】 細かいところについては、多分このスケジュールを見ましても、環境基本計画

推進協議会のほうで細かいことや、個々については多分審議されて、検討されていくものだと

思います。それで、きょう我々が特に注意を払い、考えないといけないことは、要するに全体

のフレームがどうか、方針がどうか、その方向で考える。細かいことはあまり審議ところでは

ありませんので、むしろ全体のフレームがこれでいいかということを皆さんにお伺いしたい。

それで、私はこの中に安心・安全など、そういった持続可能な要素を構築、それから高齢化の

問題も含めて、そうしたものを盛り込んで審議していただいたほうがいいんじゃないかと考え、

大きなところを一応言わせていただきました。その辺のところで、皆さんのお考えを伺えれば

と思っているわけです。細かいところはエコリーダーズ会議のほうでいろいろと審議していた

だけるだろうと思っております。はい、どうぞ。 
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【中津委員】 私ばっかりで申しわけないです。もう一つ、じゃあ、コンセプト的な話を言う

とですね、周辺自治体との関係とかですね、何かそういうネットワークをイメージするような

ことを、もうちょっと入れたほうがいいかなと思うんですよね。逗子市だけじゃなくて、鎌倉

とか横須賀とか葉山とか、特に金沢区だったりとかですね、そういうところとの関係はやっぱ

り自然とか環境だとか考えるときは重要だと思いますし、そういう中で何か逗子がこれから環

境都市として何かリーダーになっていくような、そういうイメージをこういうところに入って

いったほうがいいかなという気がします。 

【藤井会長】 「逗子だけできちっと構築できればよい。」というのではなくて、隣の市町村

等も含めて、互いに協働、助け合わなきゃ多分まずかろうということを、中津委員はおっしゃ

っておられる。 

【中津委員】 特にそういう地域のこの中でリーダーになっていくような意識を逗子からスタ

ートすると。何かそういうようなイメージを持つと、多分周りの市に対して、私、隣まちに住

んでいますけれども、もうちょっといい影響が出るんじゃないのかなと。 

【藤井会長】 という意見もありますが、事務局のほうもよろしくお願いします。その辺のと

ころにつきましては、またいろいろとまた話し合いをさせていただきたいと思います。また、

それをどういう形でこの答申の中に入れていくかを検討をしてほしいと思います。 

【進藤委員】 これ、あらかじめ資料をいただいていたんですが、これに対する意見はどんな

ものでしょうかと。今、議題が出まして、それを十分検討してこなかったというか、検討して

きてくださいということであれば、よく読み込んでこれたんですが、私は市民としては、そう

いうちょっと一言を添えていただければ、じっくりと考えられたんじゃないかなと思いまして。 

【藤井会長】 それじゃ、今すぐじゃなくても結構ですから、後でよく考えた上で。 

【進藤委員】 そういう時間をいただければ。それでまたフレームとおっしゃいまして、本当

に中津委員がおっしゃるように、フレームというのはどこでも同じようなものになり得るとい

うか、言葉上ではなり得るような感じがするんですけれども。 

【藤井会長】 それはそうですけれどもね。 

【進藤委員】 それを逗子らしいものを入れるということで考えるということでよろしいです

か。 

【藤井会長】 そうです。逗子の人なりに安心・安全で、幸福感にひたって生きていけるよう

な逗子市ができる、そのための環境の基本計画ですので、そういうものを十分考えられるよう
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な計画が立てられれば、それでいきたいと。 

【進藤委員】 時間をいただけるということと、この一つ一つの内容については、いろいろな

活動をなさっている方がいらして、きょうここに見えている、一歩一歩進んでいる面というの

は、すごくあると思うんです。なので、そのあたりも私たち委員としてはしっかりと見て、客

観的な意見を言わせていただければと思うので、やはり次の委員会までにもこういう場を設け

ていただければと思います。 

【藤井会長】 はい、どうぞ。 

【森川次長】 少し補足をさせていただきます。今回審議会の皆様には環境基本計画の改訂を

お願いしていますが、同時進行で、逗子市の新総合計画というのをつくっております。新総合

計画に関しましては経営企画部、企画課が所掌しておりますが、現時点で大きなフレームが示

されています。その中で、環境基本計画に関しましては、新総合計画における基幹計画という

位置づけになります。基幹計画は、福祉プラン、それから生涯学習推進プラン及び環境基本計

画の３つが基幹計画ということになります。その下にはまた個別の緑の基本計画であるとか、

一般廃棄物の基本計画であるとか、そういうものがついてくるという形になっております。そ

の中で、新総合計画と同時進行で環境基本計画もつくっていただきたいということですので、

多少、新総合計画を見ながらこちらの環境基本計画をつくっていきたいという趣旨でございま

す。よろしくお願いいたします。 

【藤井会長】 じゃあ、そういったところを踏まえて、きょうはいろいろ意見が出ましたが、

そうした意見を加味した上で、今後の見直しなどをやっていきたいと思います。それで、よく

考えてこられなかったということで、これからよく考えていただいて、できるだけ速やかに事

務局のほうに意見を出していただければと思います。できる限り多く盛り込んでいきたいと思

っていますので、そういった方向でよろしく御協力のほどお願いしたいと思います。よろしい

でしょうか。 

【山下主事】 今回の審議では、基本方針のところのという形で審議いただいておるんですけ

れども、今後施策等が出ていく中で、今の委員の御意見のように、また見直す機会あるかと思

いますので、基本方針については、一言一句今回で決まりというわけではないので、柔軟に対

応させていただければと思います。 

【藤井会長】 それじゃ、その辺のところはまた、私と事務局、それから委員の方で意見を出

された方等も含めまして、また打ち合わせ等をさせていただいて、より望ましい形で提案をさ
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せていただきたいと思います。それでよろしいですか、この件は。 

 それでは、もう一つ、市民によるアンケート結果が出ておりますので、これについて、ちょ

っと長いんですけれども、御説明いただけますか、大体のフレームでも結構ですが。 

【米山副主幹】 それではですね、本日配付をさせていただいております報告書という、ちょ

っと厚くなっているものがあるかと思うんですが、そちらのほうを御用意いただけますでしょ

うか。平成25年度逗子市環境基本計画の改訂に係る市民等意識調査報告書というものですね。

まずは、１ページ目をお開きください。本調査は、逗子市環境基本計画の改訂に係る基礎資料

として活用するために実施したものです。本ページ中段の表にございますとおり、18歳以上の

市民を無作為抽出で2,700人、それから事業者を無作為抽出で300社、それから小・中学生、こ

ちらは市立の小学校５年生と中学校２年生全員になりますけれども、876名に調査票を送付し、

回収をしたものです。回収数は、それぞれ市民が1,241名、事業者が106社、小・中学生が851

名となりました。 

 詳細の説明は割愛させていただくんですけれども、68ページに総括がございますので、こち

らのページをごらんください。まず、18歳以上の市民への調査からは、市民の多くが現在の本

市の環境に一定の満足をしていることがわかりました。こちらは、平成10年度の同様な調査、

項目をそろえ、比較をしたことでわかったものです。特にごみ問題につきましては、前回調査

時から継続して高い関心が持たれておりまして、継続して取り組んでいく必要があるものと考

えております。一方で、近年、新たに関心が高くなってきていることとしまして、省エネルギ

ーや再生可能エネルギーへの転換があります。次に、若い年齢層は特に海岸のごみ問題に関心

が高いなど、環境基本計画でもそれぞれが独自の価値観を持つ多様な世代がいることを踏まえ

て検討していくことが必要になります。最後に、今後、本市の環境に対する取り組みを一層活

性化するために、これまでは表立って環境行政にかかわってこなかった市民にまで、いかに取

り組みの輪を広げていくかが重要になります。 

 次に、事業者への調査からわかったことといたしましては、環境活動に対して社会的責任と

ともにコストの削減などの実質的なメリットを求めているということです。再生可能エネルギ

ーへの転換や、省エネルギー型設備の利活用を推進する上でも、コストの問題が障壁になって

いるものと考えます。一方、本市では比較的規模の小さい事業者が多く、廃棄物の減量やリサ

イクルなどの取り組みやすい事業の定着度合いが高いので、今後とも引き続き支援していくこ

とが重要です。 
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 最後に、小・中学生の調査からは、身近な自然の多さを感じている一方で、まちの景観にも

注目していることがうかがえました。日常的に環境に対する高い意識を持つ子供たちに対して、

一層の環境教育を推進していくことが重要であると考えます。 

 これらの調査結果につきましては、議題の２で説明をいたしました第２次環境基本計画の基

本方針に合致するものです。引き続き、本基本計画内の施策等について検討する際にも、基礎

資料として活用していきたいと考えております。以上で、簡単ではございますが、説明を終わ

ります。 

【藤井会長】 どうもありがとうございました。それでは、何か御質問等ございましたら。 

 それじゃ、火付け役というわけじゃないけど、質問が出ないので。先ほどお話ししたように、

私、長崎にも行ってきました。長崎は、例年そうなんですけれども、高校生が一生懸命募金活

動と、１万人核廃絶の署名活動とをやっています。なぜそうなっているかというと、非常に熱

心な高校がありまして、そこの高校生が中心に核廃絶について署名活動をしている。しかも彼

ら、彼女たちを、核廃絶の平和大使としてジュネーブに毎年送っていたんです、20人ぐらいを。

そういったシステムが有るわけです。非常に熱心に、かつ一生懸命やっているんです。初めは

国連も含めて、平和大使を送るということを切っ掛けで始めたんですけれども、どうせ行くん

だったら、核廃絶の１万人署名というのも始めて、それを持ってジュネーブに行こうというこ

とになった。それで、そういった活動がもう12年間も、それから大使を送る活動が15年間続い

ています。それに費用は全部、市民からの募金でまかなっていた。しかし、去年あたりから国

も大使を派遣するための助成金を出すことをやっと始めたんです。国の平和活動の一例として

個の件も取り上げています。安倍首相が平和式典で来賓として話したときに取り上げています。

確か若い人たちも含めて国連に平和大使を云々、そういった文言が多分あったと思いますけれ

ども、一昨年までは全然何もしてこなかったので、市民がずっとやってきた。それでいて、ち

ょっと助成金を出したことで、あたかも自分でやったようなことを言ってる。人のふんどしを

横取りしたような形が気に食わないと思うんですけれども、それはそれとしてこの活動が契機

となって、そういった形の核廃絶の運動が韓国でも、それからヨーロッパでも、広がってきて

いるんです。これはすばらしいと思うんです。若い人たちがその気になって動機づけした平和

大使による活動はよかったと思うんです。 

 この事実から、子供に環境に対する意識云々とか環境教育とかと、上から、こうしろ、ああ

しましょうなどと言ってもだめで、やはり当事者的な立場に彼らを立たせないといけない。そ
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れには、どうですかね、子供環境推進委員みたいな形で、子供たちにいろいろと考えさせて、

環境を守るための署名活動をしようなどと、子供のほうから提案されてきたら、立派なもので

す。そこで、長崎の例に倣って、そういうふうな方法をとれば、環境教育上もいいのではない

かと思うんですけど、どうですか。今までどおり、通り一遍のことをずっと続けても、あまり

事は進まないので、この辺で考え方、見方を変えなければいけないだろうと感じますので、今

後、市としても考えていただければと思います。 

 それから、市として、さっき最初に言いましたけど、防災・減災というか、そういった対策

の推進、例えばほかの市町村との協力関係も築いた上で、防災の支援、それから援護センター、

それに関わる場所の確保、実際には池子という場所も考えられるわけですから、そういったと

ころをうまく利用していく。それから、停電になったときには、にっちもさっちもいかない、

水も出なくなる。これは大変なことです。そうした場合に備えて、独立系の発電所、例えば、

太陽光発電所などを確保しておく、それから津波対策とか避難場所とか、避難ルートとか、そ

うした細かいことが具体的には考えられますので、そうしことをもっと市民の方々にも周知さ

せた上で考えていただく。そういったことが必要。また、そうした働きかけをすべきと私は感

じましたけれども、その辺のところで、何か御意見ありますか。 

【上石部長】 会長、そのことで。先生がおっしゃられた子供環境推進委員ということなんで

すけれども、エコリーダーズの方々が今、小・中学生のところへ行って、環境教育をしていた

だいています。ちょっと事務局のほうから紹介したいと思います。 

【藤井会長】 そうですか。よろしくお願いします。 

【米山副主幹】 平成13年からずっとエコリーダーズが、環境基本計画推進ということで、市

とともにやってきているんですけれども、そのメインの活動の一つとしまして、学校への出前

授業ということで、小・中学校に、年にもう何回も行って、継続的にやっております。その中

でかなり、特に小坪小学校というところがあるんですけれども、毎年していただいていて、そ

の学校で授業をする際に、まずは６月に環境展というのを実施しているところで、まずは来て

いただいて、そこで、その後、一月後に大体出前授業をしてというところで、その中で子供た

ちが何に興味を持ったかというところで、子供たちが自主的にこういうテーマを持って考えて

いこうということを自主的にやっているというようなカリキュラムをしているというところが

ありまして、そういったところを、今まで継続的にやってきたというところで、こういう根づ

き方もしてきているのかなというのもありますので、これをまた違う学校にもっと広げていく
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というところもあるかと思いますし、今後考えていく上で、施策の方向というところをこれか

ら、この後、考えていくことになると思うんですけれども、その中で当然環境教育というとこ

ろも出てきますし、それからあとは推進体制というところも、この後、最後のほうになるかと

は思いますけれども、出てきますので、その中でそのエコリーダーズの環境教育も含めて、子

供の環境推進員というようなものも検討していきたいというふうに思っております。 

 ちなみに、あまり関係ないんですけれども、やはり逗子でも先ほどの核廃絶というところが

ありましたけれども、逗子でも広島・長崎にピースメッセンジャーというもので、毎年中学２

年生を20名派遣しているんですけれども、その中でも、私、以前担当はしていたんですが、や

はり最初に「はい」と手を挙げてくる子たちは、まだそんなに行ってみたいというところの意

識のレベルなんですけれども、やはり一度行って被爆の体験を聞いて、実際に目にしてという

ところになりますと、やはり帰ってくると意識がかなり変わっているというところはございま

すので、逗子には核廃絶とはまた別ですけれども、海だとか山だとかというところが良い環境

のところであります、身近なところにありますので、その辺を活用して、そういったものも子

供たちに興味を持ってもらえるように、そんな推進体制がとれればなというふうに考えており

ます。 

【藤井会長】 逗子はやっぱりかなり進んでいる。結構なことだと思いますが、その辺も踏ま

えた上で、エコリーダーズ会議と協力して、今後、より積極的に進めていただくとありがたい

と感じました。 

【進藤委員】 会長のおっしゃっているのは、こういう例だということで挙げられているとは

思うんですが、今、説明があったように、出前授業というのは小坪小だけに限らず、何カ所か

のところに毎年行っていたり、あと防災の津波の避難なんかは、地区内で何回か予行演習をや

ったり、そのための山に避難階段をつくるとか、そういうことも全部市でやっていただいてい

ますね。それで、かなり市民と行政と一体化して、そういうことも盛んなんですけれども。 

【藤井会長】 あ、そうですか。それだったらもう結構なことで。 

【進藤委員】 ちょっと、やはりいつもいらっしゃらないから、学識経験者の方たちは、そう

いう提案をなさるんだと思うんですけれども、割合と進み方は遅いか早いかはわからないんで

すけれども、一生懸命やっている面があるんですね。私たちの意見を出したりして。それを学

識経験者の方たちに伝えるすべというのがあったほうがいいんでしょうか。住んでいる場合は

わかるんです。 
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【藤井会長】 いい悪いということじゃなくて、その辺の内情をよくわからないで提案をさせ

ていただきました。もうそんなのやってるよというお話でしたら、それで結構なことです。そ

ういったことは他にもあるのではないかと思います。それ以外のことで市民の方がお感じだっ

たら、それも入れていただく。それはあくまでも一つの例としてね、話しただけでして。 

【進藤委員】 そうでしょう、そうおっしゃったと思うんですけど。何かそういうのを前もっ

て伝えたりしたほうがいいのかなということを私、感じたんです。 

【藤井会長】 そうですか。勉強不足でした。はい、どうぞ。 

【中津委員】 ちょっと細かいことを言い出すとね、いろいろそういう話になるんですけれど

も、要はそういうことをやっているのが、本当にまちの看板というか、売りとして、一番売り

に出てくるべきようなことが結構漏れていることが多いんだなという気がするんですよね。だ

から、例えば環境教育といえば逗子だよねって、北海道の人が言うぐらいの何か売りの仕方と

いうのは、多分重要じゃないのかなという気がしますし、というのが１つと、その今、もう既

にやっていることをどういうふうに施策にネットワーク化していくかということ、もう既にそ

れだけやっているという、何か知的なインフラストラクチャーがあるのであれば、その上にや

っぱりこういうものがちゃんと関連づけてのっていくということ。それと、それを全員市民が

ちゃんと理解して、自分たちのやっていることが今、こういう子供たちと一緒にやっているこ

ととどういうふうに関連づけているかということを皆さんが理解できるような、また新たな、

もうワンステップ上の教育システムというか、生涯学習的なことも含めてですね、何かそうい

うことをもうちょっと包括的に教育委員会とかとも連携をとりながら、小さな子供からお年寄

りまで、みんなが環境について考えている自治体として売るというか、それによって何か引っ

越してくる人がふえるとかですね、子供がふえるとか、このまちだけなぜか少子高齢化になっ

てないとかですね、高齢者がいてくれるおかげで子供がどんどんふえるとか、何かそういう新

しい社会システムのまちになっていく、何かそういう基本的なことが、もう既にあちこちでで

きているのかなという、何かそういうのをまとめていくような、こういうものであればいいの

かなという気がしますね。 

【藤井会長】 そういったことで、勉強不足だった面もあるかもわかりませんが、要するに逗

子では、そういったことが既にやっている。環境基本の行動等指針の冊子にもきちっとうたっ

ているとか、そういったものできちっと出して、積極的に外にアピールしていけるような状況

になれば、ありがたいと思います。ということで、いろいろとほかにも御意見があろうかと思
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いますけれども、また後で気がつかれた点もありましたら、事務局のほうにもお知らせいただ

ければと思います。 

 それでは、次の段階で、次回の日程についてお願いしたいと思いますが。次回の日程はどん

なふうになっておりますでしょうか。 

【森川次長】 会長、よろしいでしょうか。きょうは第１回目ということですので、基本計画

の構成ということで、基本的な部分を御説明しましたが、今回、案として示しましたのが第１

章、２章、３章、４章、５章まであると思います。本来でしたら、全部できたものをお見せし

て、一つずつやっていただくという面もあるかもしれませんけれども、今回は新総合計画を同

時につくっていますので、それを見つつ、これをつくっているという形になります。新総合計

画の中で決まっているのが今回お示しした４つですけれども、自然と人間をともに大切にする

まち、これの表題が大きな項目として新総合計画としてつくって、これの総合計画の審議会も

ございますので、そちらのほうでまた審議してもらう話になりますので、これがそのまま最終

的かどうかというのは、ちょっと流動的なんですけれども、審議に当たっては委員の皆さん、

ちょっと混乱するかもしれませんけれども、章ごとにやっていただきたいということですので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 今後なんですけれども、年３回ぐらい予定していますので、次はですね、12月ぐらいを今、

予定しています。なぜかといいますと、このスケジュールにお示ししたとおり、私どものほう

で環境基本計画推進協議会というのを持っております。そこの下部組織として計画の改訂の検

討部会、庁内協議ですけれども、これを同時並行でやっています。それをつくった後にずしし

環境会議の皆様と調整を図って、それから案をつくった後にこの審議会のほうにお諮りすると

いうような形になりますので、全部はまだできてませんので、章ごとにつくりますので、それ

を踏まえて、次は12月ぐらいということを考えております。ですので、日程の調整につきまし

ては、準備が整いましたら、また御相談させていただきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

【藤井会長】 ということは、きょうのところは12月ごろということで、日程は決まりません

が、その辺のところで次回はあるよということでお考えいただければと思います。そういうこ

とでよろしいですか。 

【森川次長】 明確に時期を示すことができませんが、12月ごろ、年末をめどに次回は開催し

たいと思いますので、また調整をさせていただきたいと思います。 
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【藤井会長】 それじゃ、ほかに何か御意見が。 

【太田委員】 本質的な話じゃないんですけれども、今回始まりの時間はお教えいただいてい

たんですけれども、終わりの時間がちょっとわからなかったので。きょう何分ぐらいできるか

というのは、ちょっとわからないので、発言がしづらかったんですけれども。これを言っちゃ

うと時間内でおさまらないかなという話もあると思いますので。 

【森川次長】 基本的にはおおむね２時間を考えております。 

【太田委員】 そこまでお教えいただけたら。 

【森川次長】 わかりました。次回はそのこともあわせてお知らせいたします。 

【太田委員】 あと、すいません。先ほどの例えば藤井会長の先ほどの防災のお話とか、新総

合計画の話とかこの環境基本計画と関連するものにどういうものがあって、そことの仕分けと

いう話も出てくると思うんですね。ここに入れるべきか、向こうにお任せしたほうがいいかと

いう。なので、今後議論するときに、関連資料みたいなものがあると、議論しやすいのかなと。

その辺も、もしご用意いただけましたら、よろしくお願いいたします。 

 あと、中津委員おっしゃった他の自治体との関係という形であれば、やっぱりそれに関連し

た資料というものが、やっぱり出てくるものなんですね、お願いしたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

【中津委員】 こういう報告書を見るときに、どうしても私、逗子の情報を見るときに、小学

校区のエリアの人のいろいろ違いを知りたいなと思うことが、ちょこちょこある。そんなこと

じゃ、５倍ぐらいの分厚さになるかもしれないんですけれども、例えばクロス集計するとき、

これ、前のほうは町名でクロス集計しているところありますけど、何かもうちょっと…もうち

ょっと小学校区のエリアで、後のほうとか集計していただく資料があれば、わかりやすいかな

と。そういうのはこういうのはネットで見れたりはしないんですか。 

【山下主事】 お示ししているクロス集計はあくまで一部でありまして、調査の中では、属性

ごとにやっているんですが、基本的には場所は字でやってしまっているので、小学校区は一致

していません。 

【中津委員】 なるほど、わかりました。 

【太田委員】 これに関して、時間まだよろしいでしょうか。 

【藤井会長】 まだ10分ぐらいございますので。 

【太田委員】 大変、報告書を興味深く拝見しておるんですけれども。１ページ目の市民の回
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収率が46％というものですが、前回この平成10年の調査では何％ぐらい 

【山下主事】 同じく50％前後なんですが、もう少し、最初の計画策定のときのほうが回収率

が高かった・・・。 

【米山副主幹】 48.9％です。 

【太田委員】 そんなに落ちてない。ちょっと私もこういった社会調査、いろいろなところで

やったりとか、見たりとかしているんですけど。大体都心でやると、もう30％とかというのが

普通なんですけれども、やっぱり逗子市は46％を維持しているというのは、やはり市民の意識

が非常に高いんだなと思うんですが。これが逆に落ちてしまうと、結果としていい結果が出た

としても、結局答えているのが意識が高い人がただ答えただけじゃないですかという話になっ

ちゃいますので、やはりここの数字が非常に維持できているということ自体が意味があると思

いますので、こういうところ、もうちょっと今後注目していきたいと思いますが。どうもあり

がとうございました。 

【藤井会長】 ほかには大丈夫ですか。事務局のほうは、特にないですか。事業者の方は、ご

みの問題とか何かいろいろと御要望も出てくるんじゃないかと思いますけれども。よろしいで

すか。ちょっと早いようですが、ないようですから、これで終了してよろしいでしょうか。何

かほかにつけ加えることありますか。 

【山下主事】 きょう審議の中でいただいた意見等を踏まえまして、また会長、それから御意

見いただいた委員の方には個別に御連絡等させていただくかと思いますので、その際はよろし

くお願いしたいと思います。 

【藤井会長】 それでは、ないようでしたら、きょうはこれで終わらせていただきます。どう

もありがとうございました。 


